

















































平成24年 8 月～ ９ 月




県外出身　１3人（愛知 ７ 人　山口 2 人　長野、三重、大分、東京）
無回答　　 4 人
④　年齢　　　20代 ９ 名、30代１2名、40代１3名、50代１７名、60代１6名、７0代 ７ 名、不明３名
⑤　語彙の使用状況













































































































































































































































方言語彙 20代 30代 40代　 50代 60代
いきゃー １.8９ １.９0 １.７5 １.6９ １.6９
えらい １.8９ １.９0 １.83 １.９4 １.９4
おたんちん １.44 １.40 １.6７ １.88 １.88
かう １.７8 １.９0 １.83 １.９4 １.９4
がばり １.6７ １.80 １.83 １.8１ １.8１
けった １.8９ １.50 １.７5 １.3９ １.3９
ご無礼する 2.00 １.20 １.83 １.84 １.84
さぶぼろ １.6７ １.30 １.6７ １.4９ １.4９
さらえる １.6７ １.７0 １.７5 １.７１ １.７１
しゃびしゃび １.8９ １.60 １.９2 １.68 １.68
だだくさ １.8９ １.９0 １.９2 2.00 2.00
たわけ １.７8 １.50 2.00 １.84 １.84
ちんちん １.6７ １.80 １.９2 １.９0 １.９0
つける １.8９ １.80 2.00 １.９4 １.９4
つる １.8９ １.９0 2.00 １.９4 １.９4
どべ １.8９ １.80 １.９2 １.88 １.88
なぶる １.56 １.60 １.83 １.９4 １.９4
なまかわ １.22 １.20 １.83 １.７8 １.７8
ぱかぱか １.33 １.80 １.７5 １.8１ １.8１
はぜる １.56 １.１0 １.50 １.７１ １.７１
B 紙 １.6７ １.７0 １.83 １.5９ １.5９
















方言語彙 20代 30代 40代 50代 60代
あぬく 0.１１ 0.40 １.00 0.９0 １.１0
かんす 0.１１ 0.30 0.6７ 0.55 0.68
トキントキン 0.７8 0.７0 0.９2 １.00 0.７8
はじかい 0.33 0.60 0.83 0.９5 １.20
ふけらかす 0.22 0.60 0.83 0.７0 0.９8








トキントキン（ 8 ）　ツンツン（ 5 ）　チョンチョン（ 3 ）　トキトキ（ 2 ）
トギトギ（ 2 ）　　　トントン（ 2 ）　ピンピン（ 2 ）　　　ツクツク（ １ ）








方言語彙 使用率の差 20代 50代 60代 ７0歳以上
こうしゃく －１.52 0.33 １.85 １.９0 １.6７
らっしもない －１.28 0.22 １.50 １.6９ 2.00
やめる －１.03 0.6７ １.７0 １.68 １.6７
とらまえる －１.0１ 0.44 １.45 １.65 2.00
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きもい －0.９8 0.22 １.20 １.26 １.6７
けなるい －0.９8 0.22 １.20 １.5１ １.83
まわし －0.９3 0.6７ １.60 １.88 １.83










性別 女 女 女 男 男 女 女 女 女
出身地 中津川 各務原 各務原 大垣 岐阜市 各務原 各務原 中津川 岐阜市















































性別 男 女 男 男 女 男 男
出身地 関 大野町 大野町 岐阜市 海津 中津川 大野町
































男 女 男 女 女 男 男 男
多治見 大垣 宅八 岐阜県 大野町 大垣 岐阜市 大垣
１.50 １.50 １.42 １.40 １.40 １.2７ １.23 １.１0







































性別 男 男 男 男 女 女
出身地 大野町 岐阜市 大野町 岐阜市 揖斐川 大野町
保持率 １.９0 １.88 １.83 １.７９ １.７７ １.52
両親の
出身地

























































































A ～ C で考察したものを参考に岐阜方言の今後について述べたいと思う。まず使用率の
面から考えると、やはり、共通語の方が浸透している語彙に関しては消滅する確率が高いと
考える。また、核家族化が進んだために高年層と接する機会が少なくなったために若い世代
の方言使用率が低下しているとも考えられる。だが、「つける」や「えらい」「つる」など共
通語と形がさほど変わらない、あるいは共通語に存在するが語義が異なる語などは使用する
にも抵抗感がなく使用できることや、方言という認識があっても愛着を持って使用している
人が多いことから、これからも残っていくのではないかと考える。
イメージの面から考えると、今回の調査で、方言語彙に関してはさほどマイナスイメージ
を持っていないということが分かった。だが、岐阜県が好きという割合が多いにもかかわら
ず、岐阜のことばが好きという割合は岐阜県が好きという割合に比べると低くなってしまう。
これは、岐阜方言は「強い口調で話す」「怒られているような話し方をする人が多い」と回
答した人が複数いたことからも想像できる結果になるだろう。しかし、そんな中でも、岐阜
の方言に愛着を持って使用している人が多いのも、事実である。
5 ．おわりに
「方言」というものを、田舎っぽいという一つの側面から見るのではなく、多様な面から
みて、そこに面白さを発見できたとき、方言が消滅せずに残っていく道が開けるのではない
だろうか。ただ単純に「ことば」としてのツールではなく、様々なことに方言が使用されて
いったり、意識して残そうという動きが出てきたりすることで、方言は残っていくのではな
いかと思う。20代～30代のアンケート結果で、自分たちが使用してきた、使用していること
ばがなくなってしまうことに対しては抵抗があるということが分かっている。このことから
も、方言が完全になくなってしまうということはないのではないか。
地方での仕事の場合は標準語で相手と話すより、方言を使用した方が相手との距離が近く
なるという話を聞いたことがある。今回のアンケートの中にも、「仕事上で使う」「あえて使
う時がある」という回答者がいたことからも、確かに距離が近くなるのだろう。コミュニ
ケーションを図る上で、「ことば」というのは重要なものである。
相手との距離を近づけたり、遠ざけたりするのもことばである。「方言」というのはそれ
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ぞれの地域で育ってきたことばであり、そのことばを話すことで仲間意識が生まれ、安心感
を得ることができる。
若年層など若いうちは方言について、恥ずかしいという気持ちの方が大きいだろう。しか
し、地元を離れた時に気づく大切なことばであり、帰りたくなることばではないかと思う。
一人ひとり「ふるさと」がある。それを思い出したり忘れないようにするためにも方言とい
うのは重要な役割を果たしてくれる。人と人を繋ぐ大切なことばとして、方言はこれからも
使い続けていくものだと考える。
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